
学校教育目標：ひとり立ちできる子 ～心身共にたくましく、進んで学び合い、高め合う児童の育成～ 

めざす児童像：進んで学び合える子・協力し合える子・心と体を鍛える子・ふるさとを大切にする子 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

  
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 
令和７年度、こんな宝永小を目指します！  

 
本校では、今年度のスクールプランを下記の

ように作成しました（本校ホームぺージにも掲載）。本校の教育目標「ひとり立ちできる子 ～心身共にたくまし

く、進んで学び合い、高め合う児童の育成～」を掲げ、日々の教育活動を進めていきます。 

４月当初に、全教職員で本校の「強み」と「弱み」を洗い出し、福井市教育委員会指定の６つの取組の中か

ら、本校では本年度も「わかる授業づくり」と「居場所づくり・絆づくり」をつなげて、重点的に取り組むこととしま

した。また、本校の研究主題「自ら考動し、学び合う子を目指して ～主体的・対話的な学びを通して自己決定

できる力の育成～」は２年次を迎え、子どもたちが自己決定する場を様々な学習で 

設定すると共に、子どもたちが自己決定に至った根拠や理由を他者へ語ることがで 

きる姿を目指したいと思っています。さらに、昨年度から取り組み始めた「ポジティブ 

教育」を、福井市宝永小学校用のプログラムに組み直して、授業実践を推進していく 

予定です。子どもたちには、新しい時代をたくましく生き抜く力や逆境に負けないしな 

やかな心を身に付けてほしいと考えています。 

  「地域を活用した学習・活動の工夫」では、宝永地区ならではの文化・歴史や人 

材を積極的に活用し、地域の魅力を理解する探究活動を進めていきます。そして、地域に誇りと愛情をもち、地

域に貢献できる子を育成します。「望ましい生活習慣の確立」や「家庭・地域との協働体制の構築」も合わせて

取り組み、より一層の教育効果を発揮できるよう、今後とも保護者や地域の皆様とともに教育活動に努めて参

ります。ご理解とご協力をよろしくお願いします。 

 

No.４ 

福井市宝永小学校 

令和７年６月３日 

＜「強み」と「弱み」の洗い出し＞ 



 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５年生 貴重な田植え体験 ５月９日（金） 

＜田植え体験＞５年児童の感想の一部 
・田植え体験をして、いままでは、何も考えずにお米を食べていたけど、この体験を通して、農家の方が一つ一つにたくさ
んの時間をかけて作っていると知って、これからお米を食べるときに感しゃして食べたいと思いました。 
・初めてくつしたのまま、やわらかい土の中に入ったので、少しびっくりして、「ぬけなくなるのかな。」とか、「けっこうやわ
らかいな。」など思っていました。半分より手前で、田植えってこんなに大変なんだと分かりました。 

「一乗谷あさくら水

の駅」の体験農園で、子どもたちは田植えを体験しました。福井市農村整備課や

地元農家の皆様の丁寧なご指導のもと、子どもたちは枠回しの体験をし、その

後、田んぼに付けられた目印に合わせて苗を手で植えていきました。子どもたち

は、泥だらけになりながら、苗を植える大変さを実感し、食に対する感謝の気持ち

をもつことができました。秋には、稲刈りの体験をする予定です。 

１年生 交通ルールを確認 ５月１２日（月） 

楽しもう「どんと宝永」･「宝永音頭」 ５月１３日（火） 
本年度も全校で、「どんと宝永」の練習を 

しました。3年目となりましたが、宝永公民 

館の民謡クラブの皆様にご来校いただき、 

子どもたちは手解きを受けました。 

そして、本年度は新たに「宝永音頭」にも 

挑戦しました。繰り返し練習するうちに、間

違えずに踊ることができるようになりました。おかげで、宝永区民体育祭

の当日、たくさんの子どもたちが「どんと宝永」と「宝永音頭」を楽しく

踊ることができました。民謡クラブの皆様、誠にありがとうございました。 
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「宝永っ子のやくそく」 ＜校外生活＞ 

・自転車は乗る前に点検し、きまりを守って、 

次の場所で安全に注意して乗りましょう。 

必ずヘルメットをかぶりましょう。 

  ☆１・２年・・・公園 

  ☆３～６年・・・宝永小学校区内 

（３年は、交通安全教室終了後） 

「ブタハシャベル」 

○ブ レーキ 

○タ イヤ 

○ハンドル 

○シ○ャ タイ 

○ベ○ル  

＊５月１８日（日）の宝永区民体育祭で

は、子どもたちが、保護者の皆様や地域

の皆様にお世話になり、ありがとうござい

ました。子どもたちは、地域の一員として

の役割を果たすことができましたでしょう

か。子どもたちからは、「楽しかった。」と

いう声が聞かれました。 

福井警察署員のご指導 

のもと、交通安全教室を開催しました。子どもたちは体育館で、歩道の安全な歩き 

方や横断歩道の渡り方などについて学びました。また、信号機のない横断歩道で 

の「横断アクション・ペコリン運動」についても学びました。 

その後、子どもたちは外に出て、一人ずつ、児童玄関から出発しました。本校西 

側の横断歩道を渡り、尾上公園横の歩道を進みます。そして、尾上公園南側の信 

号のある横断歩道を渡り、歩道を東進します。最後に、校庭南側中程の横断歩道 

を渡り、校庭南側の歩道を進み、校庭の南西角を北進し、児童玄関に戻りました。子どもたちは横断歩道を渡る

ときに、①止まる ②手を挙げる ③見る ④ペコリン というルールを守り、いつも以上に安全を確かめながら歩

いていました。また、横断歩道を渡り切ると、停止していただいた自動車の運転手に、お礼のお辞儀（ペコリン）

をしていました。実際に道路を歩くことで、道路の安全な歩き方や交通ルールを再確認することができました。ご

協力いただいた保護者の皆様、ありがとうございました。 

１年生の子どもたちは、登校時には上級生に連れられて歩き、自分で判断して安全に歩く意識が低い場合が

多いですが、これを機に、自分の目で安全を確かめて、よく考えて、自分の命は自分で守る行動をしてほしいと

思っています。ご家庭でも、改めて、ご確認をお願いします。 

両教室とも、福井警察署の皆様と地域交通安全活動推進委員 前田 
俊 様に、ご指導いただきました。お忙しい中、ありがとうございました。 

３年生 自転車の安全な乗り方を確認 ５月１２日（月） 

福井警察署員のご指導のもと、自転車教室を開催しま 

した。子どもたちは、体育館で、自転車の安全な乗り方や 

交通ルールについて学びました。その後、校庭がぬかるん 

でいたため、実際に自転車に乗って確認することはできま 

せんでしたが、動画を視聴したり警察署 

員の話を聴いたりして確認しました。 

学年が上がるにつれて、子どもたちの 

行動範囲も広くなっていきます。ご家庭でも、右記の「自転車の乗り方」 

と「ブタハシャベル」、「宝永っ子のやくそく」のご確認をお願いします。 

＜自転車の乗り方＞ 
①両手でブレーキをかける 
②自転車の左から乗る 
③右ペダルの上に足を乗せる 
④安全確認をする（特に右後方） 

＜田植えの様子＞ 

＜信号のある横断歩道を渡る様子＞ 

＜自転車の乗り方を確認する様子＞ 

＜「どんと宝永」練習の様子＞ 


